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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問 

 

【質問日】令和６年３月５日（火） 

 

【個人質問】 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

６ 森 満 晃 １ ふるさと納税について 

⑴ 令和５年度の市の取組状況と成果の見込みを伺う。また、関係団体の動

きは 

⑵ 令和７年度１０億円達成に向けた令和６年度の取組を伺う。 

２ 川内港臨海ゾーン開発について 

⑴ 耐震強化岸壁を整備する川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備の進捗

状況を伺う。また、整備後を見据えた県や市のポートセールスはどのよう

な状況か。 

⑵ 川内港から南九州西回り自動車道を経由し、北薩横断道路までを結ぶ川

内宮之城道路の整備に向けた動きと南九州西回り自動車道阿久根川内道路

の整備進捗状況を伺う。 

⑶ 鹿児島県が掲げる「稼ぐ力」の実現や地震時の避難、救援物資の受入れ

の機能を踏まえると、これらの整備を急ぐべきではないか。 

３ 土地開発公社事業について 

⑴ 川内港久見崎みらいゾーン、高城産業用地、瀬ノ岡用地の整備状況、分

譲見込み、収支見込みについて伺う。 

⑵ 土地開発公社が所有するその他用地の分譲と現在の経営の状況について

伺う。 

⑶ 土地開発公社の今後の経営の見通しは 

４ 建設事業について 

⑴ 令和６年度の大型事業の主な内容を伺う。 

⑵ 事業繰越の現状とその要因について伺う。 

⑶ 繰越対策をどのように考えているのか。 

７ 宮 里 兼 実 ・ 薩摩川内市のスポーツ振興について 

⑴ 強化指定中学校・高校及び指定選手制度の導入の考えはないか。 

⑵ 総合運動公園の野球場及び陸上競技場に夜間練習ができる照明施設を整

備する考えはないか。 

⑶ クロスカントリーコースの設置可能性調査費の予算措置はどうなったか。

⑷ 土日の中学校部活動の外部指導者の取組について、問題点や対応策は考

えているか。 

８ 成 川 幸 太 郎 １ 次世代エネルギー関連について 

⑴ 次世代エネルギーＰＲ事業では、令和６年度はどのようなものを行うの

か。 

⑵ 次世代エネルギー理解促進事業にある川内駅ゼロエミステーション化設

備調査業務委託の具体的な内容はどのようなものを想定しているか。 

⑶ 次世代エネルギー導入実証事業については、継続の２件以外に何か考え

ているものはないか。 

⑷ 次世代エネルギー都市基盤整備事業にある地球にやさしい環境整備事業
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とは、具体的にはどのようなものか。 

⑸ 公共施設に設置されている太陽光発電設備は全市で何キロワットになっ

ているか。 

⑹ これらの太陽光発電設備についても出力制御の対象になるのか。なって

いるとしたら、昨年の出力制御された電力量はどの程度になっているか。 

⑺ 蓄電設備を設置し、出力制御される電力を蓄電し、公共施設に利用する

か、新電力等に販売することは考えられないか。 

⑻ 水素の必要性が言われているが、薩摩川内市内の出力制御される電力等

の余剰を集約し、その電力で水素製造を行う企業を誘致することは考えら

れないか。 

２ 空家対策事業について 

⑴ 空家対策事業計画は令和３年４月に改定され、令和３年４月から令和８

年３月までの計画期間とされ、３年が経過しようとしているが、この期間

の対策の進捗状況はどのようになっているか。 

⑵ 空家等実態調査業務委託が予定されているが、平成２９年度の調査と比

較して変更するところがあるか。 

⑶ 平成２９年度調査では、その後の実態が把握されないままであったが、

今回の調査以降の継続的な実態把握を考えているか。 

３ 遊休農地について 

⑴ 再利用可能な荒廃農地が県内市町村で最も多くなっている要因をどのよ

うに捉えているか。 

⑵ 令和４年度中に新たに発生した面積は、どのような理由によるものか。 

⑶ 令和４年度中に新たに再利用された面積は、どのように利用されている

か。 

⑷ 今後の遊休農地対策をどのように考えるか。 

４ 新規就農支援金補助金の施設整備・機械購入費に係る一部補助について、

認定期間内は毎年対象とすることは考えられないか。 

９ 帯 田 裕 達 １ 令和６年度当初予算について問う。 

⑴ 編成方針を伺う。 

ア 未来創生１０ビジョンの実現に向けた取組の特徴を示せ。 

イ 中期財政運営指針の道程に支障はないか。 

⑵ 当初予算に計上された大型事業について問う。 

ア 防災行政無線システム更新事業について 

（ア） 事業の概要を問う。 

（イ） 各小中学校・義務教育学校における防災行政無線の受信状況は 

（ウ） 各小中学校・義務教育学校の校内放送と防災行政無線との連携を図

れないか。 

イ 北薩３消防本部指令センター整備事業について 

（ア） 通信指令業務が統合されることによる行政費用の縮減をどのように

見込んでいるか。 

（イ） ２つの二次保健医療圏をまたぐ影響をどのように考えているか。 

（ウ） 人材育成をどのように図るか。 

（エ） 他の消防本部が中途加入する可能性はあるか。 

２ 建築技師・土木技師の人材確保について問う。 

⑴ 現在の人材確保状況をどのように捉えているか。 

⑵ 採用方法について 
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ア 試験の実施時期を見直す考えはないか。 

イ 試験内容を見直す考えはないか。 

⑶ 一般事務職員を技師として育成する考えはないか。 

⑷ 技師の業務を一部民間委託する考えはないか。 

３ 地域包括支援センターについて 

⑴ 地域包括支援センターの業務内容は 

⑵ 地域包括支援センターに置くべき職種は 

⑶ 地域の介護支援専門員をサポートすることも重要な役割とされているが、

その役割を果たしているか。 

 


